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スウェーデンのストックホルム大学のHPにア

ク セ ス す る と 、 「 ABOUT OUR CAMPUS 」

「 CONTUCT 」 な ど の 項 目 に 並 び

「SUSTAINABLE DEVELOPMENT」がある。持

続可能な社会開発はストックホルム大学の中

心的課題なのだそうだ1)。HPにはSDGsに関す

る研究のビデオもいくつかあって面白い。気候

変動の活動をしながら哲学ゼミに入った私に

と っ て は、 「 Can philosophy help us fight

climate change?」が印象的だった。

ストックホルム大学の取り組みの中でも目を

引くのは、「2040年までのカーボンニュートラ

ストックホルム大学は、SDG Accord Climate

Emergency Letterに署名し、2040年までの

カーボンニュートラルを宣言した2)。ただ、大学

が発表している2020年から2040年の気候

ロードマップは、まだ具体的で測定可能な目

標が含まれているわけではない。今のところ事

業からの排出量を包括的に測定することがで

きず、最初の数年はそうした測定ツールの開

発をしなければならないようである3)。とはいえ、

2～5年で始められる具体的な取り組みも列

挙されている。例えば、デジタル会議やセミ

ナーを発展させることや、化石燃料への投資

をしないこと、キャンパス内のレストラン等が少

なくとも一つのベジタリアン料理を提供すること

などがある4)。
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ル」と「ジェンダー主流化」である。その取り組

みの実態とはいかなるものなのか。

ジェンダー主流化

ジェンダー主流化の取り組みも見逃せない。

スウェーデンはジェンダー主流化を政治戦略

としており、高等教育機関はジェンダー主流化

計画の措置と成果を報告、公開しなければな

らない5)。ジェンダー主流化というのは、「政策

決定過程やあらゆるレベルの政策及びシステ

ムをジェンダー平等にするための政策理念」6)
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のことである。ストックホルム大学はジェンダー

主流化計画の成果として、例えば採用と昇進

のプロセスを透明で男女平等なものに改訂し

たこと、教員のための学習コースにジェンダー

の観点を取り込んだことを挙げている7)。
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「グレタ・トゥーンベリ」の名をご存じだろうか。2018年、当時15歳の

彼女はたったひとりで「気候のための学校ストライキ」を始めた。この

本では、彼女の家族がどのように気候危機に直面し向き合っている

のか、気候危機がどれぐらい危機なのかが語られている。精一杯を

尽くして、グレタの考えや気持ちを想像し、落ち込んで、考えて、沸き

上がる勇気を感じてほしいと思う。

グレタの学校ストライキをきっかけに始まった運動

「Fridays For Future」などで気候危機への対策を求める

活動をしています。今世紀中に1.5度上昇と言われていま

す。異常な熱波や大雨、台風で人が死ぬのを見たくない。

スウェーデンと日本の
ジェンダー平等

スウェーデンの方が男女共同参画が進んでい

ることが読み取れる。

三つの指標を用いてスウェーデンと日本の

ジェンダー平等について比較したい。各指標

の詳細な意味は注8を参考にしてほしい。GDI

（ジェンダー開発指数）とGGI（ジェンダー・

ギャップ指数）は数字が1に近いほど、GII（ジェ

ンダー不平等指数）は数字がゼロに近いほど

男女が平等である。どの指標においても
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